
平成元年度から現在まで実施した事業等について 【資料２】

(1)バスケ環境の整備 (1)本物のバスケに触れられること

 ①公園等へのバスケゴールの設置 ・バスケミュージアム開設（Ｈ24.5～）

 ②能代市総合体育館建設（H3～H5) ・能代カップ開催補助金（S63年度～） ・高校生ボランティア・写真部ボランティアの募集（市）

 ③能代山本スポーツリゾートセンター「アリナス」の建設（H5～H6） ・JSPORTSとの連携によるテレビ放映開始（Ｒ1～）

(2)バスケットボールの底辺・競技人口拡大 ③プロバスケ等のゲーム等を誘致・支援する

 ①能代市ミニバス交流大会開始 ・秋田ノーザンハピネッツ能代開催補助金 ・能代バスケットボールフェスタ（能代市体育協会主催）

 ②能代市教育⾧杯ミニバス交流大会の開催（H12～） ④地元チームを応援・支援する ・能代工業高校バスケットボール部寮・下宿生への玄米の支援（能代市・ＪＡ共同） ・ふるさと納税を活用した能代工業高校バスケットボール部後援会へ寄附

 ③バスケ教室の開催（Ｈ5～） ・能代工業高校バスケットボール部他全国大会等パブリックビューイング実施 ・能代工業応援スティックバルーン・横断幕制作 ※市民チャレンジ事業補助金活用

 ④クリスマスバスケ大会開催補助（Ｈ8年度～） ・能代バスケットボールアカデミー開校（R2年度）※市民チャレンジ事業補助金活用

 ⑤熟年大会（現加藤廣志杯）開催補助（Ｈ９年度から） ⑤バスケクリニック等を開催する。 ・「工業でバスケ」、「ミニバスレベルアップキャンプ」の実施

 ⑥能代工業高校みんなのバスケ開催 ⑥指導者等の育成を図る。 ・「指導者育成講習会」の実施

 ⑦アリナス杯・東北電力旗（ミニバス・中学校）の大会の開催 (2)バスケで誰でも集えること

(3)全国レベルの大会の開催・運営 ①バスケファンやバスケ関係者が集える場を設ける ・バスケミュージアム開設（Ｈ24.5～）

 ①能代カップ開催補助金（Ｓ63年度から） ②バスケ関係者の企画・イベントを行う ・バスケの勉強会開催（H24～H26） ・能代工業バスケ部全国大会初優勝から50周年メモリアルイベント（市主催）

 ②バスケサポーターズのしろの発足・運営 ・バスケの誕生会（バスケサポーターズのしろ） ・バスケの日イベント（市主催事業H30～）

(4)バスケの街ＰＲ ・バスケットボール・メディア・サミット ※市民チャレンジ事業補助金活用

 ①バスケ型ＰＲ看板の設置（Ｈ元年度～）※能代駅、東能代駅、東デイサービスセンター ③バスケの各種大会等を開催する ・花見大会（4月）・市制記念大会（10月）・クリスマス大会（12月）・中学校・ミニバス各種大会（能代市バスケットボール協会）

 ②バスケゴール型ＰＲ看板照明灯の設置（Ｈ9～）※国道７号線へ整備（国交省） ・加藤廣志杯（10月）（能代市山本郡バスケットボール協会） ・バスケチャレンジ、健康フリースロー大会（バスケサポーターズのしろ）

 ③バスケレリーフの取付（Ｈ10年度）※国道７号線へ設置（東北建設協会） ・ドクターズバスケットボールフェスティバル（NPO法人ミライ10） ・東雲カップ（土崎真俊） ※市民チャレンジ事業補補助金活用

 ④パンフレットの作成・増刷 ・Nstyle3Ｘ3（小笠原聖子） ※市民チャレンジ事業補助金活用 ・ドリームカップ、車いすバスケットボールスクール（JC主催事業）

 ⑤菊宏でのバスケ商品の販売 ④大会運営ボランティア等の確保を図る

 ⑥セキト他のバスケ商品の販売（バスケの街・三本線等）

(5)バスケの街づくり推進計画の策定 ⑤体育施設等の活用を図る

 ①バスケの街づくり推進会議準備会の設置（Ｈ22）

 ②関係団体等へのアンケート調査 (3)バスケで地域が潤えること

 ③市民からの意見・提言の募集 ①合宿や大会の誘致を図る ・サマーリーグの実施（能代市体育協会） ・車いすバスケ日本代表合宿の実施（H24～H29）H29年度以降は実施なし

 ④バスケの街づくり推進会議の設置・協議（Ｈ23年度） ②企画・イベント等にバスケを組み入れ誘客を図る ・春ビア等の能代市観光協会イベントとの連携によるフリースローゲーム ・バスケ動画コンテストの実施

・東部地区子どもまつり3ｘ3 ※市民チャレンジ事業補助金活用

③バスケ関連のグッズや食を開発・販売する ・手毬り寿司セットの販売 ※市民チャレンジ事業補助金活用 ・バスケの街PR缶バッチ制作 ※市民チャレンジ事業補助金活用

・バスケの街のしろユニフォーム制作 ※市民チャレンジ事業補助金活用 ・能代工業バスケットボール部応援デザインボックス（セキト）

・籠球Ｔシャツの制作 ※市民チャレンジ事業補助金活用 ・バスケノートの制作 ※市民チャレンジ事業補助金活用

④グッズ等をライセンス管理する仕組みづくりを進める ・バスケの街のしろ 共通ロゴマーク制作（H24～）※市民チャレンジ事業補助金活用

(4)バスケが街なかで感じられること

①バスケに関する拠点を設け情報発信をする ・バスケミュージアム開設（Ｈ24.5～） ・バスケミュージアム開設（Ｈ24.5～）

②構造物等へバスケを組み入れる ・バスケ型マンホールの設置・マンホールカード取得 ・バスケ関係者手形制作 ※市民チャレンジ事業補助金活用

・バスケ灯篭の制作 ※市民チャレンジ事業補助金活用 ・バスケの街のしろ のぼり旗の制作 ※市民チャレンジ事業補助金活用

・バスケアート事業（柳町サイコロ） ※市民チャレンジ事業補助金活用 ・壁画アート事業（地域おこし協力隊西村さん）※市民チャレンジ事業活用

③バスケロードへの展開を図る ・能代バスケロードフェスティバル（H24～H29）※市民チャレンジ事業補助金活用 ・ばすけ神社（地域おこし協力隊 西村さん）

・秋田ノーザンハピネッツアンテナショップ ※市民チャレンジ事業補助金活用

④ストリートバスケの環境整備を図る ・3ｘ3ゲームユニット購入（R2)

(1)～(4)共通

街づくり主体形成のための支援制度を設ける ・バスケの街づくり市民チャレンジ事業補助金の創設（Ｈ24.5～）

・秋田ノーザンハピネッツとの連携・協力に関する協定（H28）によるバスケの街づくり支援事業

平成元年から平成23年まで前計画実施事項 Ｈ24～実施事業

①バスケの資料の保存と活用を図る

②能代カップの安定的な運営を図る

Ｈ24～Ｒ3推進計画の街づくりの取組のゴール・方向


